
『研修の充実に向けた取組』

～共生社会の実現に向けた
インクルーシブ教育システムの構築を目指して～

和歌山県教育センター学びの丘
研修課 田端 桂

共生社会の形成

インクルーシブ教育システムの構築

特別支援教育の推進

（参考：ＮＩＳＥ学びラボ「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築」）

特別な支援を必要とする幼
児児童生徒が在籍する全て
の学校において実施される

① 我が国の動向と本県の現状

（参考：jp.gdfreak.com）

和歌山県の人口
８７．６万人（R７現在） （参考：和歌山県HP）

和歌山県の人口分布（R２）

① 我が国の動向と本県の現状

幼稚園等～高等学校 Ｒ６（８２，６２６人）→ Ｒ７（８０，５３８人）

特別支援学校 Ｒ６（１，７０６人） → Ｒ７（１，７３７人）
（出典：和歌山県教育委員会）



① 我が国の動向と本県の現状

特別支援学級設置校数・在籍児童の推移（小学校：過去10年間）

特別支援学級設置校数・在籍生徒の推移（中学校：過去10年間）

「小学校」

全体 40,611人

特別支援学級

2,6人

全体の6，5％

「中学校」

全体 ２0,４９５人

特別支援学級

1,030人

全体の５％

（出典：和歌山県教育委員会）

① 我が国の動向と本県の現状

小学校設置教室 ６４教室
中学校設置教室 １９教室
特別支援学校設置校数 １教室
合計 ８４教室

ＬＤ設置校
小学校５３教室＋中学校１９教室

全７２教室
言語設置校 １１教室
特別支援学校 １教室

通級指導教室設置校数

自校通級 ７２５人
他校通級 ２６４人
巡回による指導 ４０人
合計 １，０２９人
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高等学校における
通級指導による指導の実施状況

全１１校で実施

６９名が通級による
指導で学んでいる

次年度は３校が新た
に設置予定

① 我が国の動向と本県の現状

第４期 和歌山県教育振興基本計画

１ 多様な学びの場の提供

２ 特別支援教育の質の向上

３ 特別支援学校のセンター的機能の充実

＜めざす姿の実現に向けた取組＞

② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

備考研修方法受講者数研修名
初めて特別支援学級を担当
する教員が対象
校種（小・中）

事前視聴動画
対面研修（南北開催：年２回）
特別支援教育ｅラーニング

紀北７９人
紀南６５人

特別支援学級
担当教員研修

通級指導教室を担当してい
る教員が対象
校種（全校種）

事前視聴動画
対面研修

全県９８人通級指導教室
担当教員研修

選択研修として実施

校種（全校種）

対面研修７８人通常の学級で進める
特別支援教育研修講座

選択研修として実施
教職経験３年目以降が対象
校種（全校種）

オンライン研修２８人特別支援教育
スキルアップ研修講座

（１）専門性の向上を目指す研修



② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（２）学び続ける教員を支えるために（特別支援学級担当教員研修）

② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（２）学び続ける教員を支えるために（特別支援学級担当教員研修）

特別支援教育課×教育センター学びの丘で作成

・特別支援学級を担当した教員インタビュー動画
・個別の教育支援計画「つなぎ愛シート」
・初めて特別支援学級を担当する先生のためのスタートガイド

② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（２）学び続ける教員を支えるために（特別支援学級担当教員研修）

５月開催（南北に分かれて実施）
「自立活動の指導」
・アセスメントについて
・流れ図を用いた個別の指導計画の作成

② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（２）学び続ける教員を支えるために（特別支援学級担当教員研修）

１１月開催（南北に分かれて実施）
「特別支援学級における授業づくり」
・教材の活用について
・教材、教具を持ち寄った実践交流



② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（２）学び続ける教員を支えるために（特別支援学級担当教員研修）

「ＮＩＳＥ学びラボ」を活用した研修プログラム
・担当障害種別に応じた自主研修を推進
・安心して特別支援学級を担当するために
・オンデマンド教材を通して、学び続けるために

・当センターの書籍等を自由時間に閲覧できるような設置
・対話に適した座席配置の工夫
・受講者とのやりとりを意識した指導主事の立ち位置
・効果的な研修を目指し、研修環境を整備

② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（３）専門性の向上を目指して（初任者研修での取組）

令和７年度初任者研修教職基礎研修⑤（特別支援学校の部）

② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（３）専門性の向上を目指して（初任者研修での取組）

初任者研修では校種別で行う研修を複数回実施

・ＩＣＴ機器を導入し、アプリを活用した研修を実施
・講義を受けた後、しっかりと対話の時間を確保
・社会福祉機関と連携した研修の実施

令和７年度初任者研修教職基礎研修⑥（特別支援学校の部）
講師：大阪大谷大学 教授 小田 浩伸 氏

・外部専門家による的確なアドバイス
・対面研修において、効果が予想される座席配置
・受講者の実態に応じた介入とニーズの把握
・受講者が「また受けたくなる」研修を創造

令和７年度通級指導教室担当教員研修
講師：東京学芸大学 准教授 増田 謙太郎 氏

② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（３）専門性の向上を目指して（特定研修での取組）



・受講者同士で研修を深めるための仕掛けづくり
・個人ワークと集団ワークをバランスよく構成
・受講者による協議及び対話を深めるための準備
・研修と実践の往還に向けた研修材の持ち帰り

令和７年度通常の学級で進める特別支援教育研修講座
講師：大阪教育大学 准教授 庭山 和貴 氏

② 和歌山県教育センター学びの丘特別支援教育に関する研修

（３）専門性の向上を目指して（選択研修での取組）

③ 和歌山県教育委員会の組織的な取組（特別支援教育課との連携）

更なる研修の充実を目指して

研修の充実に向けた連携内容

・定期的な打合せ
・動画内容を検討
・学びラボコンテンツ精選
・対面研修における運営協力

④ 今後の課題

研修内容の見直しと、新たな学びの場を創造する。

オンライン研修の効果的な組み合わせ

研修後のニーズ調査

実践発表の導入

実践交流と対話

更なる研修の充実を目指して
２年目、３年目の教員に向けて

・県オリジナル動画は繰り返し視聴する
ことができるように設定

・学びラボについては、次年度より個人
登録の流れを推奨し、学び続ける教員
を支援

学びの丘 所内研修（月１開催）

・研修観の転換

学校に向けて、現場や教員を主語にし
た研修づくり
所内に向けて、気付きや変化の得られ
る対話の実施

④ 今後の課題



⑤ 私たちが目指すところ

多様なコンテンツを活用する。また多様なコンテンツの開発を続ける。

⑤ 私たちが目指すところ

研修内容の見直しと、新たな学びの場を創造する。

１ 受講者及び学校状況の把握 学びの丘 所内研修イメージ図

【研修主催者側として大事にしていること】

・受講者をよく理解し、学び手を主語とした研修を展開
・学校や地域の文化、特色を視野に入れることを重視
・教員に加え、こども、保護者のニーズも把握

⑤ 私たちが目指すところ

研修内容の見直しと、新たな学びの場を創造する

２ 他機関との更なる連携の強化～自ら発信する～

教育センター

福祉・医療

教育委員会
学校

保護者 こども

⑤ 私たちが目指すところ

研修内容の見直しと、新たな学びの場を創造する

３ 全ての教員が特別支援教育について学ぶ必要性

特別支援教育に関する研修

・専門性の向上を目指す研修
特別支援学級担教員研修
通級指導教室担当教員研修
通常の学級で進める特別支援教育研修講座
特別支援教育スキルアップ研修講座

・教職経験年数に対応した研修

幼稚園等新規採用教員研修
初任者研修

教育経営研修（新任校長・教頭）
新任主幹教諭研修
新任教務主任研修
ミドルリーダー育成研修
マネジメント力向上研修

・専門性の向上を目指す研修

・教職経験年数に対応した研修

中堅教諭等資質向上研修

全てのこどもに豊かな教育を



ありがとうございました


